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を

增

加
 

す
る
が
、
年
賠
償
受
取
額
と
對--
0
輸
出
額
と
で
支
拂
う
を
得
、
國
際
收
支
困
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れ
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濟
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縮
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應
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猶
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れ
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と
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み
る
ょ
う
に
、.
.同
國
は
賠
'.
«
-̂
山
て
翼
財
を
希
望
し
、
：こ
れ
を
い
れ
る
か 

ど

う

か

が

問

題

に

な

，
つ
：

.ズ
“
ふ
と
ぎ
で
お
る
。
賠
償
が
請
求
國
の
.開
發
に
敗
す 

る

樊

を

籍

.と
す
る
場
合
、
£:
权

に

直

接

に

結

び

っ

け

よ

う

と

す

れ

ば

、
.
.投

• 

.:

一
 

六
ニ 

.

' ;(

一
 

三
四)

•

:資
財
と
：い
ぅ
：こ
上
に
な
る
が
、1

財
を
同
國
の
希
求
す
る
如
く
賠
償
ル
ー
ト 

'
に
の
.せ
て
も
、
こ
ヾ
の
籍
を
失
う
も
の
：で
は
な
い
。
'む
し
ろ
、
經
濟
開
發
の

一 

般

的

傾

向

，
と

し

て

、
消

費

財

'生
產
が
相
對
的
に
抑
制
さ
れ
る
結
果
、
開
發
投
資
の 

■所
得
效
f

^

^

g

®fc
r
■
双
と
の
間
に
ギ
.：ャ
ッ
ブ
を
生
じ
、
國
罾
双
支
不 

.足
を
增
大
す
る
;0
ま
た
後
進
國
開
發
の.通
則
と
し
て
イ
シ
フ
レ'丨
シ
3
ン
を
招 

:来
す
る
た
め
、
こ
の.抑
制
の
た
め
に
も
、
.ま
た
相
對
價
格
に
よ
る
寶
源
の
對
消 

:

費
財
轉
调
防
止
'の
た
.め
に
も
、
消
費
財■

を
必
要
な
ら
し
め
，る
。
從
つ
て
、

:

賠
償I

果
國
に
と
つ
て
み
れ
ば
、
消
費
財
を
賠
償
資
金
-で
受
取
る
.こ
と
は
、 

右
の
如
.き
開
發
の
途
上
位
生
ず
る
問
題
を
多
少
と
も
緩
和
す
る
方
法
で
あ
る
。

.

こ
れ
を
更
に
積
極
的
に
質
易
擴
大
敫
果
と
結
び
つ
け
た
も
の
へ
が
小
島
淸
氏
の 

理
儒
.に
ほ
か
な
ら
な
い。
.

で
は
ど
れ
.か
.ら
①

卩

な

ら

ば

m

谬
_

,

な

ち

ば
t
之

ぬ

@

+
八
_

な 

ら
ば
、p.

g
.
I
V
R
:
,

の
條
件
を
引
出
し
、
，
①
な
ら
ば
賠
償
全
額
の
ト
ラ
ン
ス
フ 

ァ
I
:が
可
能
で
あ
り
、
⑧
な
ら
ば
自
由
選
擇
を
ょ
り
可
と
し
’
⑧
な
ら
ば
資
本 

財

：に

拘

束

し

て

も

、

.11
'«
3
:り
も
太
で
あ
る
か
ら
、
:結
局
拘
東
の
意
味
は
な
い
の 

で
は
众
い
か
、
む
し
ろ
、
：請
求
國
の
國
際
收
支
の
困
難
を
表
示
す
る
。
こ
の
ょ 

ぅ

に
-
層
整
理
し
'た
か
：た
ち
で
展
開
し
て
い.る
。
勿
論
广
か
か
る
小
島
淸
氏
の.
 

所
論
に
は
間
題
が
殘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
.、'
賠
償
請
求
國
へ
の
信
用
供
與
、

.價
格
效
果
な
1>
.と
い
ラ
條
件
の
%
と
で
は
、
投
資
財
とi

財
の
商
由
選
擇
と 

人
拘
束
の
效
果
の
比
較
を
大
き
く
批
判
す
る
理
由
を
見
出
し
得
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

.
こ
の
.賠
償

間

題

に

：
つ
：
い

て

：
、

'ァ
'ジ
ァ
政
經
學
會
で
は
名
和
紙
一
•
松
井
淸
»' 

山
本
登
，
三
氏
の
報
告
が
行
七
れ
た
。
こ
こ
で
は
早
く
か
ら
ヶ
イ
ン
ズ
、
オ
ー
リ 

.ン
の
賠
償
問
題
論
串
を
紹
介
し
、
：
戰
後
マ
ル
ク
.

K

經
濟
學
の
立
場
か
ら
貿
易
理

論
の
展
開
を
八
止
圖
し
て
來
た
松
井
淸
氏
の
報
吿
に
ふ
れ
て
.お
き
た
.：い
。
-1
賠

徵

，
 

の
.經
濟
的
諸
問
題
し
に
お
い
て”
っ
ま
ず
右
の
ケ
イ
シ
ズ
、
オ
ー
リ
ン
論
爭
に
ふ
. 

れ
、
ト
ラ
ン
ス
ア
ァ
彳
の
實
現
捽
は
償
袼
の.變
動
が
必
要
で
あ
，る
點
で
ケ
イ
ン 

ズ
に
罾
㈣
す
る
と
共
に
、#
賃

切

下

！

の

手

段

で

は

：
な

く

資

本

主

！
^

',
#

の 

も
と
で
必
然
的
で
あ
る
と
み
る;0
次
.に
'オ
ー

：
リ
；
ン

に

つ

い

て

は

ク

彼

が

需

耍

侧
 

を
强
調
し
た
點
、
ケ
イ
ン
ズ
，ょ
り
も
前
進
し
た
も
の
で
あ
る
.こ
_と
：
し
：か.し
長
: 

期
的
に
は
經
濟
發
展
の.理
諭
か
ち
說
明
さ
れ̂)
宓
耍
の
あ
る
こ
i
を
、
.
'そ
の
主
：
 

•要
な
論2

日
と
す
る
。
更
に
實
際
問
題
で
ば
、
税
負
擔
の
增
大
を
あ
げ
調
達
と
ト 

ラ
シ
スin

ァ
ー
：の
1

兩
面
か
ら
生
ず
る
勞
働
者
生
活
へ
の
加
軍
を
緩
和
し
得 

る
支
拂
方
法
の
選
擇
に|
1'
す
る
：。'/
.こ
の
方
法
で
は
前
述
の
小
島
淸
氏
の.主

張

、
 

:に
賛
意
が
表
せ
ら
れ
て
：；
る
。|從
っ
て
と
の
松
井
淸
氏
の
報
吿
は

「

い
か
に
ト
', 

テ
ン
ス
..フ
ア
丨
_を
:̂
^
に
す
る
か
..|—
-
.:
に
.か
か
る
4<
_の
，.で
、
.
.
.
こ
.の
條
件
の
一̂'.般
的 

:摘
出
を
主
題
と
し
て
い
る
。
'殊
に
明
瞭
で
は
な
が
つ
：た
が
、..
'賠
償
問
題
も
動
態. 

.

.的
資
本
移
動
論
の
上
に
考
察
オ
る
必
要
を
主
張
し
た
と
と
は
注
目
さ
れ
て
ょ
い

.-
' 

も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
'.
:
:;■
■

■

'

■

.

,
/'
■.
:
 

、

、
.
'

「

：
. 

■
V

し
が
し
な
が
：ら
ク.'
マ
.ル
ク
ス
經
濟
學
の
方
法
論
的
基
礎.の
上
で
、'.
從
來
展
開
. 

を
.企
圖
さ
れ
た
資
本
移
動
論
と
い
か
な
る
論
理
的
關
係
が
あ
る
の
か
不
明
で
あ 

る
と
感
じ
た
_の
は
_

ば
か
ゲ
で
は
あ
る
ま
い
。
こ.の
點
に
つ
-い
て
は
名
和
統 

'■'.1 

'氏

の

報

告

：
に

極

端

に

現

れ

て

い

た

。
：
：
そ
れ
が
一
ス
：
タ

ー

リ

シ

批

判

似

後

0
所

謂：

• r

雪
ど
げ」

の
.傾
向
及
現
す
も
の
で
あ
る
か
：ど5;
.か
':は
、
ハ
後
日
：の
兩
街
の
見
解. 

を
.み
て
評
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
°;
最
後
叹
山
本
登
氏
の
報
吿
は 

視

角

を

東

南

ア

ジ

ア

の

侧

に

む

け

、
；
そ

：
の

搆

造

的

特

質

、

開

發

の

方

向

、
協

力
 

i

ょ
り
賠
償
問
題
の
意
義
：に
ふ
れ
、
-殊
に
，.

ア

ジ

ア
經
濟
に
.お
.け
る

安
定
化
要 

因
と
し
て
活
用
す
べ
き
こ
と
を
强
調
す
る.も
の
.で
あ
：つ
た
0 

.

.

. 

‘ 

：

.
:

一
九
五
_六
年
下
半
期
の
國
際1經
濟
學
に
ぉ
け
る
ー
ー
つ
の'問

題

：
..

'
:ざ
て
、
今」

0(

の
重
耍
な
テ
丨
マ
に
眼
を
轉
じ
よI

そ
れ
は
國
際
經
濟
學 

に
、お
.い
て
_
々
し
：く
論
爭
さ
れ
た
日
本
の
交
易
條
件
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。 

問

題

の

：
發

端

：
は

篠

原

三

代

平

氏

の

「

日

本
.贸

易

の

基

底

と

：
し

て

の

.交
易
條
件」 

.
€日
本
經
濟
の
分
析
：

J

第
一
.：卷)

、：. 「

經

濟

發

展

と

：
質

易

の

關

係

」

：(「

日

本

經

濟
 

め櫳，造分
析
ど
す
る
勞
作
に
對
し
て
小
島
淸
氏
が

「P

濟
發
展
に 

」

お
け
る
貿
易
の
役
割5_
_
.

(

：質
'易
.̂
.關
税
四
.
瓦
：；‘
六
月
號)

'
で
批
判
を
展
開
し 

.た

.ご
^
に
あ
る
。i

れ
に
建
一
冗
正
私
氏
久
貿
易
ど
關
税
十
ー
月
號

)
、

渡
邊
太 

.、郞
氏
'

( ：

經
濟
評
論
十
一
月
ぎ
，が
豸
〒.の
胄
_
を
述
べ
、*

段

と

_

や

か

さ

を 

加
え
た
0
,旣
に
、：

交
易
條
件
の
問
題
は
、■そ
の
實
證
的
研
究
が
す
す
み
、
■と
み 

に
そ
の
變
動
耍
因
の
分
析
が
注
目
さ
れ
で
い
た
.と
き
で
.あ
る
？

小
島
淸
氏
の 

P

交
易
條
件」

、
キ
ン
：ド
ル
バ
ー•ガ
ー
の
'Th

e

 T
e
r
m
s

 o
f

闩
r&'
e
, 1956.

■'
が
發
刊
さ
れ
だ
の
も
、
そ
れ
だ
け
.整
理
す
る
段
階
に
来
た
こ
_と
を
示
し
て
い
る。
. 

右
の
篠
原
. -

:小
島
論
爭
は
、
こ
う
じ
た
學
界
の
嚮
か
ら1
思
味
の
あ
る
も
の 

'
.で
'あ
つ
た
.が
、
,
:一：層
、
童
要
：と
思
わ
れ
る
點
はS;
日
本
經
濟 

う
具
體
的
.な
局
面
に
：お
い
て
こ
の
問
題
が
扱
わ
，れ
た
と
い
う
こ

と

、で
あ
ろ
う
。 

そ
の
は
#

交
易
條
件
.の
價
格
、所
得
效
果
分
析
が
ョ
‘リ
具
體
的
に
.
檢
證
さ
れ
、

:

他
方
、
近
代
國
際
經
濟
理
論
の
日
本
經
濟
分
析
べ
の
適
用
に
非
常
な
刺
戟
を
與 

.え
る
こ
と
と
な
つ
た
と
い
い.得
る
。
 

.

一
篠
原
氏
の
問
題
の
提
起
は
、
'
日
本
經
濟
の
長
期
に
わ
た
る
發
展
過
程
に
み
ら 

れ
るS

工
業
生
產
の
異
例
の
伸
張
と㈣
勞
働
所
谓
の
分
配
率
の
類
例
な
き
低
位 

を
說
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
：
こ
れ
とP質
易

と

：
が
.い
.か
な
る
關
係
が
あ
る
か
と
い 

.

う
こ
と
：で
あ
る。

\
\ :

,

•
'
ま
ず
、：

工
業
生
產
の
異
例
な
伸
長
は
輸
出
產
業
の
伸
長
：に
よ
る
。
し
が
ら 

ば

こ

の

雷

ゆ

伸

長

は

な

に

：
'に

ょ

る

か

。

そ

ル

.
は

所

得

效

果

ょ

り

も

價

斯

效

务

"

六

三

U

2Til

五)



V

:
'ぺ
'\
'
.ソ
ヨ
甶
.學

會

雜

誌.'
:
,
:
第

芄

屮

,

■■に

よ

る

。

-

卽

ち..
、..
—1
:
日

本

製

品

，が

；

.
海

外

市

場

；
で

+
ぎ..
わ

办

：
て
..
低
賦
て
あ
つ.

^」

.
。
ヵ
ノ
. 

ら.
で
、.
こ
れ
が
高
度
の
成
長
率
を
可
能
に
す
る
條
件
で
あ
つ
た
。

:-

;;
;
(p
)
.の
低
い
分
配
率
は
植
通
贤
易-
朝̂
鮮
米
4
毫
灣
米
：̂

^
-
低̂
米
儇
と
::
--: 

結
合
し
て
い
る
。

-

. 

•
- 

;

寶

レ

て
：—1
植
民
地
贸
漏
に
よ
つ
弋
低
米
價
が
通
的
に
保
持
：さ
れ
て
、
;>
,

'
 

>
:

率の蓄積を

^

し̂
A
他
方
高
い
生
產
擴
張
率
も
、
：交®

P

件
：©
長

期

的
, 

■ や
#
；

§
に
よ
つ
て
、
海
外
に
そ
の
販
路
が
保
證
さ
れ
る
と
.い
う

形

と

な

つ

た

.
。

」

へ
と
デ
い
わ
れ
て
い
る
ス
問
題
に
か
つ
た
め
ほ
ノ
編
渚
が
傍
點
を
附
じ
决
ニ

^

點
で
：あ
る
。
第
，：

1

は
日
本
の
.輸
出
產
業
.の
長

期

的

考

察

：
に
，
お

.いV

所
得
效
果
よ： 

り
も
價
格
效
果
を
重_要
祺
し
だ
こ
と
.、
第
ー
1は
長
期
的
な
交
身
傲
件
の
不
利
化 

■
:
於

高

い

寶

率

の

一

必

要

だ

條

件

で

：あ

つ

允

と

い

う

乙

:>
..で
あ
る
°:と
れ
木
鄴
す
^̂ 

=る
批
判
が
小
島
淸
氏
に
よ
つ_て
な
さ
れ
た
0;
で
あ
.る
が
，
そ
の
1[
に
.
、
.
へ
そ
れ
で 

は
、
わ
が
國
の
：交
疆
件
ば
長
期
的
：に
ど
う
把
握
ぎ
れ
る
か
で
あ
る
力

.

'

,

.

,
⑴

，摘
原
氏
：は
東
洋
經
濟
新
報
社
の

「

日
本
質
易
糈
覽
J
CD
:
使
用
に
よ
り
純
交 

:

_

件
指
數
に
お
い
て0
湖

恭

四

ニ#
ま
で
ほ
.ぽ
橫
這
ぃ
傾
向
、
明
治
四0
年

/ 

を
ピー

ク
に
大
芷
年
間
低
落
、
昭
和
七
年
以
降
更
に
急
落
を
み
、

•輸
出
數
量
、\

,

,'
エ
業
生
產
數
量
兩
指
數
の
平
行
的
急
*
^
昇
の
あ
と
を
照
合
さ
せ
る
。
./
ブc -
b

て
、. 

後
者
が
交
易
條
件
の
，不
利
化
を
條
件
と
す
る
と
^
う
命
題
を
裏
づ
け
る
た
め 

に
、
ま
ず
事
實
上
で
の
明
治
年
間
に
お
け
る
交
易
條
件
の
徵
這
い
■
に
對
し
■、8

.
. 

生
糸
^

^

中
心
の
輸
出
構
成
か
ら
ノ
交
易
條
件
不
變
の
も
と
^

も
つ
特
產
物」

.

.

. 

と
し
て
年
み
謹
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
つ
た
と
い
う
辯
論
を
用
意
し
ハ
^

價
，
 

i

額
統
計
上
、.
金
銀
比.
償
か
ら
輸
出
單
價
が
輸
入
の
そ
れ
に
對
U

過
大
評
價
が
あ 

つ
た
た
め
、,
實
際
の
不
利
化
を
橫
這
い
と
い
う
結
果
に
ゆ
が.
め
た
も
の
：と•
%
!
:
■. 

定
し
得
る
と
い
い
、
(-
)
名

古

屋

高

商

の

_

査

に

よ

る

爲
替
相
場
と
購
買
力
平
價

.
”、
.

'

•

:ぐ
六

四
'
:
.
:
. 

C
-
H
.

六)

.

.

へ，の
®:
：
定

か

：ら

、
.̂l
:の
.間
に
务
太
な
開
#
が
知
る
と
^
ズ

-.
>

交

易

條

件

橫

這

い

で
 

■

出

麗

の

：
要

因

が

お

つ

^
と
解
釋
す
る
。
從
つ.て
、
.交
戯

件

不

利

化—

_轍
出
增
進-> 
エ
業
生
產
增
加
の
命
題
は
こ
め
期
間
に
は
消
極
的
に
推
定
；さ
れ
て 

'̂
る
：
に

水

ぎ̂い
。パ
こ
の
命
題
が
立
譚
さ
れ
る
の
は-*
九
0 /
〇
年
前
後
か
ら
の 

交
易
條
件
不
利
化
が1
苜
さ
れ
る
と
い
う
點
に
あ.る
。.今

、

.
こ

の

交

易

條

件

不 

利
化
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
し
か
ら
ば
こ
れ
が
右
の
命
題
に
'い
か
に
つ
な
が 

.る

..か
を
み
各
と
こ
ろ
一
で
あ
る
。
交
易
條
件
の
，
こ

の
不
利
化
は
加
工
貿
為
的̂ 

に
轉
じ
た
こ
と
か
ら
發
生
し
た
と
い
う
こ
^
が
出
來
る
ノ
こ
れ
は
さ
き
の
交
易 

條
生
农
利
化
の
時
期
の
：贸
县
構
成
の
變
化
と
照
應
し
て
い
る
と
い
う
事
實
か
ら 

:

ま
ず
推
論
さ
れ
>
次
ぬ
理
論
的
に
加
工
貿
易
を
前
提
ど
す
る
と
、
輸
入
原
料
の 

相

對

的

騰

貴

：
、
輸

出

製

品

CD
相
對
的
低
落
と
い
う
現
象
を
必
然
的
に
隨
伴
す
る
0 

ぞ
の
結
果
、
；
生
產
性
向
上
：の
利
益
ば
一
部
輸
人
原
料
價
格
の
相
對
的
上
昇
に
ょ 

か
國
外
に
放
出
さ
れ
、
そ
こ
ぬ
生
產
水
準
と
所
得
水
準
の
乖
離
を
生
じ
、
所
得 

率
が
低
ア
す
る
”
十
方
^
-^
所
得
が
ら
高
率
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う 

こ
と
ル
、
：所
得
水
準
と̂

#
水
準
の
31
6
離
を
も
た
ら
す」

。
'
し

か

も「

こ
れ
か 

ら
P
進
さ
れ
た
生
產
水
準
の
異
常
な
成
長
は
、
も
し
交
易
條
件
の
長
期
的
低
落 

と
い
う
事
態
に
出
會
す
な
ら
ば
、
.必
ら
ず
し
も
そ
の
高
率
の
蓄
積
に
平
行
し
た 

:所
得
水
準
を
伴
わ
な
い
で
あ
ろ
う

」

。
か
べ
し
て
、
.
ご
の
一
一
つ
の
維
離
は
擴
大 

再
生
產
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
卽
ち_、
加

工

質.^
'
構

造I
V
;(

交
易
條
件
不
利
化i
 

g
出
增
進> 

i
生
產
水
準
と
生
活
水
準
の
維
離|
> (

交
易
條
件
不
利
化~>轍

出 

.

■
增
進)
.

業

生

產

の

伸

長

の

.
メ

ヵ

一

一

ズ

ム

が

鼙

か

れ

る

。

こ

れ

は

更

に

外

米 

の
移
入
丨
>低
米
價
、
•過
剰
人
口
ょ
り
す
る
賃
銀
の
低
位
粘
着
性
の
測
面
か
ら
' 

生
産
性
の
上
昇
が
價
格
引
下
げ
に
吸
收
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
說
明
さ
れ
て
結 

び
つ
け
ら
れ
る
。
. 

：
•
.

⑵

小
島
淸
氏
は
交
易
條
件
の
長
期
的
傾
向
に
つ
い
て
、

一
，九
一
〇
年
頃
か 

ら
の
そ
れ
が
、

ー
.
.九
〇
七
年〜

.

1
九

：
ー

三

年

条

激

な

不

利

化

、

一

九

一

三

年

〜

M

一
九
三
一
年
循
環
的
安
定
、
：以
後
急
激
な
不
利
化
に
區
分
し
得
、
篠

原

氏

の

命

，
 

題
の
ょ
ぅ
に「

日
本
の
交
易
條
件
が
長
期
的
に
不
制
化
し
允
と
は
考
ぇ
な

.
い」

。 

次
に
交
易
條
件
不
利
化

—

>

輸
出
伸
長—

>
エ
業
生
產
伸
長
の
第
ニ
環
節
に
つ
い 

て
、
こ
水
が
成
立
す
る
た
め
に
は

「

轍
出
數
量
增
加
率
が
工
業
生
產
量
增
加
率
■ 

を
繼
績
的
に
上
廻
る

」

必
嚶
^ /

あ
り
、
簾

氏

の

こ

，§
年
增
加
率
の
と
り
方
を
.

.

檢
討
し
た
上.、
右
の
交
易
條
件
の
變
化
の
時
期
的
區
分
に
改
め
：て
照

_

せ
し
め
、

第
一
.期
で
は
•馨
が

ほ

ぼ

同

じ

、
第

」

一
期
で
は
む
し.ろ

逆

に

前

者

ょ

'
り

裹

者
 

が
上
猶
り
、.第
三
#
に
の
み
上
.廻
づ
：て
い
る
と
す
る
。.か
く
し
て
實
證
的
に
交. 

易

條

件

が

•
不

利

化

し

加

，
つ

第

二

環

節

故

成

立

す

る

時

期

は

一

，
九

三

一

——

三
六」

：

. 

七
年
に
お
：い
'て
で
あ
る
と
ル
ぅ0
:し
か
ら
ば
、
，こ
の
串
期
に
お
.け

る

畫

條

件, 

の
不
利
化
へ
.の
靈

を
'い
か
.に
理
解
ず
る
か
タ:篠
歐
现
論
で
：は
加
芷
貿
展
構
造

：
.

を

中

心

と

す

る

理

蒙

の

：仕
：. 

方

を

ど

づ

：
て
い
：る

：
け

れ

ど

%:

、.
'
.ご
：
こ
：で
は
：
：

F

產

靈

造

敏動
---

貿
漏
構
成
變
動 

―

^

易
條
件
變
動J

の

命

題

が

；
立

論

ざ

れ

.る
：。&{
1
:ち
、
：產
業
衩
擴
張1

免
定
-' 

期
、.
衰
頹
期
.の
三
時
期
を
經
過
す
る
。
.
あ
各
乾
藥
が
衰
頹
期
に
入
る
と
い5:
'
:
利 

潤
率
低
下
に1

つ
て
靈
業
め
擴
張
を
刺
戦
す
农,°
;
こ
©

上
ぅ
な
晚
激
ば
賀
展. 

v

構
成
の
轉
換
期
で
：あ
る
，
そ

A」

に
お
い
：て
は
奮
產
藥
の
輸
出
ド
ラ
ィ
ブ
-
 

.
葉
の
急
速
な
生
塵
改
！
|
^'
0,
'

^

ト
低
: ^

が
：
み

ぢ

：れ

^'

そ
の
た
め
交
易
條
阶
ば.
" 

溝

化

す

る

。
；轉
換_

の
中
間
に
は̂

©

の
* -

氣
變
動
'

_

貝

盡

動

；：.、

(

外
® ;
:

廣
動
始
發
說)

が
大
き
く
作
用
し
交
晶
條
件
ゆ
循
環
的
變
動
を
み
る
。

こ
れ
を 

實
際
ゅ
あ
て
飧
め
る
：と;'
:1

,

:

「

九
0

ゼ
ー
：一ムー：
1

¥

、べ
-*
'

^

^
 

■

沖
は
こ
の
贸
翁
成
轉
換
期
に
ほ
か
^

.

ら

な

い

。
從
つ
て
、
篠
原
命
題
，

Q

第
'

■ 

.
•
.
.

ぶ
-.

.

- 

. 

:
•

.
“

.

.

.
'
.

，'
へ.
.
.
<
&
'
九
2:
:六
年
 ̂

っ.
の
...間

堪,

1

•
第
二
環
節
が
同
時
に
滿
足
さ
れ
る
の
は

1
九

三
1
1三
七
年
で
あ
る
と
い

■ 

■'
.う
の

で

あ
.̂
。

' 

r 

.
 

:
.
-
'

さ
て
、b

の
ょ
う
な
一
一
つ
の
讅
論
に
つ
い
て
、
：小
島
淸
氏
.自
身
が̂

1̂

理
論 

■

の
整
理
を
行-l
'

、
こ
れ
を
中
心
に
批
例
と
を
行
つ
て
い
る
.の
で
あ
•る
が
、

こ
^
で
は
敢
え
て
ど
う
じ
ゆ
う
し
か
か
ク
ち
-む
し
ろ
兩
者
の
主
張
を
そ
の
ま 

ま

對

照

せ

し

め

.て

’お
い
た
。
' た
ど
え
ば
、
轍
出
ド
ラ
ィ
ブ
說
と.小

島

氏

が

^

つ 

け
、
.こ
れ
が
條
原
氏
の
第
一
假
說
で
一
九
三
一
ー
三
七
年
に
は
妥
當
し
、
そ
れ 

■'以
外
に
は
成
り
た
：た
：ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ

の

解

釋

は

氏

の

理

論

を 

■理
解
す
る
た
.め

に

は

、
：
人

に

ょ

つ

.て

.は
さ
ま
た
げ
に
な
：る'お
ぞ
れ
が
あ
る
。
建 

ニ
兀
氏
ばTV

J

の
名
稱
は
問
題
で
な
い

」

と
い
う
办
で
あ
る
が
、1

の
み
る
と 

こ
ろ
、
へ
旣
に
そ.の
名
稱
に
.は
兩
氏
.の
理
論
構
造
の
相
違
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考 

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。/ぐ
こ
で
再
び
雨
氏
の
見
解
を
比
較
し
て
み
ょ
う
。
ま 

ず
交
暴
條
件
.の
不
利
化
と
い
う
事
實
に
づ.い
.て
、
'1

九
0 
◦
年
頃
か
ら
め
長
期 

■’的
傾
向
に
つ
い
て
は
篠
原
氏
は.こ
.れ
を
明
言
し
、.小
島
氏
は1!

一
期
に
，
區

分

し

て 

査
定
す
：る
。,
し
か
し
こ
め
：事
實
を
問
題
に
す
る
か
ぎ
り
、
統
計
的
檢
證
が
唯
一

一
 

め
き
め
.て
で
あ
つ
.て
、':
-
.同
じ
資
料
に
た
.つ
以
上
、
小
島
氏.の
立
論
も
唤
う
に
成. 

:

へ
ヵ
..た
：：つ
\:
°
し
か
し
筆
者
は
建
兀
氏
の
如-'
<
、
'そ
れ
に
ょ
つX「

M
原
氏
の
理
論 

的
假
說
を
.弱S

化
さ
せ
る
事
實」

.と
も
い
.い
.き
る
こ
と
は
：出
來
な
い
。
第
二
は 

,交
易

條
>#
の
不
利
化
の
：要
因
に
關
し
て
で
あ
る
。
勿
論
こ
こ
，で
は
短
期
の
要
因 

.

.

.
に
つ
い
て
で
ば
な
ぐ
長
期
の
そ
れ
で
あ
み
。
實
際
は
そ
の
分
離
は
現
象
分
析
に 

な
れ
ば
な
る
ほ
どM

で
は
な
い
。
>-
'
:
!の
場
合
、
長
，い
期
間
の
交
易
條
件
の
不 

利
_

向
を
1
:象
^
す
れ
ば
す
る
ほ
.、:̂
'
そ
の
耍
卧
の
柚
氣
は
ョ'リ
®

に
な 

"■，
る
。
.そ
0;
點
ヤ
篠
原
氏
が
交
易
條
件
の
.屢
效
果
を
勇
敢
に
抽
出
す
る
こ
と
が 

出
來
、

. ：：

加
：

H

貿
§

造

ど

い

う

簾

な

：
モ

：
デ

ル

か

ら

出

發

す

る

こ

と

が

出

來

た
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對
象
也
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質

易

構

造

の

揭

化

ど

い

ぅ

問

題

と

結

び

つ

ー

け

芳

る

を 

い

得

な

い

：
の
一
ば

.當
然
で
，あ
る
-°
を
こ
に
小
島
靡
の̂

1
條

件

論

の

新

し

い

展

_

の

. ： 

道

が

レ

つ

た

：
と

*:
い

い

得

％:じ
か
.し
、.そ
れ
だ
け
に
渡
邊
太
郞
氏
め
-

「

小
島 

‘：

氏
が
i

を

立

證

す

各

だ

め

：に

提

出

し

.て
い
る
幾
つ
か
の
資
料
は.い
：
ず

れ

も

循
 

.環
的
な
4>
.の
.で
あ
つ
亡
長
期
的
な
も
の
で
は
な.い」

.
と

い

ぅ

批

判

を

生

む

餘

地
 

:
を
も
'aと
.と
と
な
る
ァ—

一

に

條

區

忠

が
-»
エ
贸
故
に
憲
に
長
.
的
交
易
條
，
 

:

件

(0
.
;不
利

化

傾

向
.を
結
び
つ
：け
た
こ
と•ば
、'價

格

效

果

か

ぢ

生

產

水

準

^

所

得
 

ペ
水
準
の
乖
離
を
説
明
すf

」

と
を

_
r
:L
た
げ
办
ど
ぢ
'そ
.水
だ
け
に
小
島 

-
氏
の
*

^

^
質
易
構
屋
動
論
が
ら
の
或
は̂

1

エ̂

業

：
の

分

析
%
こ

の

：

:

批
判
金
許
す
こ
と
と
が-
だ
も
の
で
あ
る。
.

:
丨
#

0 .
;
兩
者
は
比
較
す
る'た
.
&
に
.は
ぐ」

^

^

^

の
問
題
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
^

が
、.

し
か
0

現
£
建
元

:-
;渡
邊

兩

氐

，
の

論
 

.
評
も
あ
り
詳
し
：く
對
照
さ
权
て.
い.
る
こ
と
で
も
あ
る
办
で
割.
あ
姑
し
：た
。

ま
さ 

:,
に
麗
氏
が
宵
典
的
な
體
系
：の
美
し
さ
を
示
す
と
す
れ
械
、
小
島
氏
は
谏
新
を 

交
え
た
精
緻
さ
を
示
ず
も
の
'で
あ
ヴ
た
と
へ
と
を
記
し
、.

こ
の
展
望
の
筆
を
^
め

ぐ
：た
い
。

■ 

: 

■

へ

穗

：積

文

：雄

著
':
;
'
.
'
:
八

. 

、
•
'■■
■『

：英

國

產

業

革

命

史

め：1

斷

面

』

，

.'

.

.

: 

V

Iラ
ベ
ダ
ィ
ツ
の
硏
へ
究

|

り

？

.'
'
へ

::
' 

■
-
1
.
.

.

.
'
.
.
.

「

產

議

命

に

つ

い

て

、
，
充

分

要

領

よ

く

描

こ

S
と
す
る
と
、
そ
の
ひ
と
は. 

一
黛
な
ら
ぬ
ジ
レ
シ
：マ
に
ぶ
つ
か
つ
そ
ァ
そ
の
野
心
を
く
じ
か
れ
る
^
と
い
モ 

■丨
リ
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